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遙かな尾瀬・遠い空遙かな尾瀬・遠い空
西郷っ子ふれあい体験塾で尾瀬を探検西郷っ子ふれあい体験塾で尾瀬を探検（８月 10 日）（８月 10 日）
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中国天津市薊県の皆様西郷村へようこそ
　

西
郷
村
と
国
際
友
好
都
市
を
締
結
し
て

い
る
中
国
天
津
市
薊
県
の
中
学
生
四
十
八

名
と
先
生
二
名
、
そ
し
て
四
名
の
中
国
人

民
政
府
の
方
が
、
七
月
十
日
か
ら
十
二
日

ま
で
の
三
日
間
、
西
郷
村
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

一
行
は
、
十
日
午
後
五
時
過
ぎ
に
西
郷

村
へ
到
着
し
ま
し
た
。
長
旅
に
よ
る
疲
れ

も
見
せ
ず
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河
で

開
か
れ
た
村
主
催
の
晩
餐
会
に
出
席
し
、

村
長
、
議
長
ら
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

西
郷
第
一
中
学
校
を
訪
問

　

二
日
目
の
午
前
は
、
西
郷
村
役
場
を

表
敬
訪
問
し
、
午
後
か
ら
西
郷
第
一
中

学
校
を
訪
れ
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

西
郷
第
一
中
学
校
で
は
、
体
育
館
に

全
校
生
徒
が
集
ま
り
、
訪
問
団
を
温
か

い
拍
手
で
迎
え
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
西
郷
第
一
中
学
校
の
校

長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
生

徒
会
役
員
の
代
表
に
よ
り
記
念
品
の
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歓
迎

の
意
を
表
し
て
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や

柔
道
部
に
よ
る
模
範
演
技
も
披
露
し
、

盛
ん
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

お
返
し
に
薊
県
第
一
中
学
校
の
生
徒

も
、
す
ば
ら
し
い
歌
と
踊
り
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

▲吹奏楽部による演奏を披露し、拍手喝采！

▲盛大に行われた歓迎晩餐会で挨拶をする村長

西
郷
第
二
中
を
視
察
後
、　　

小
田
倉
小
で
児
童
と
給
食

　

西
郷
第
二
中
学
校
で
も
、
中
国
の
小
旗

を
手
に
し
た
生
徒
た
ち
が
、
温
か
く
迎
え

訪
問
団
の
方
は
、
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
生
徒
の
授
業
や
学
校
の
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
田
倉
小
学
校
に
バ
ス
で
移

動
し
、
学
校
の
食
堂
で
小
田
倉
小
学
校
の

児
童
と
と
も
に
、
美
味
し
い
給
食
を
味
わ

い
ま
し
た
。

▲西郷第二中学校に到着した訪問団のみなさん

▲西郷第二中学校では、授業を興味深く見学▲小田倉小学校でおいしい給食を味わう

　

中 

学 

生 

海 

外 

派 

遣 

団 

が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

中 

国 

天 

津 

市 

薊 

県 

を 

訪 

問

後
、
薊
県
の
中
学
校
で
学
生
と
の

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
郷
村
と
薊
県
の
中
学
生
は
、

す
ぐ
に
う
ち
解
け
、
家
庭
訪
問
で

は
、
辞
書
を
片
手
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
た
り
、観
光
地
見
学
で
は
、

手
を
つ
な
い
で
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。
そ
し
て
歓
迎
夕
食
会
に

臨
み
ま
し
た
。　

　

三
日
目
は
、
八
達
嶺
万
里
の
長

城
を
見
学
、
夜
は
楽
し
み
に
し
て

い
た
北
京
ダ
ッ
ク
に
舌
鼓
を
打
ち

ま
し
た
。

　

四
日
目
は
、
北
京
市
内
の
天
安

門
広
場
や
故
宮
等
を
見
学
し
、
八

月
十
六
日
の
最
終
日
、
た
く
さ
ん

の
お
土
産
や
思
い
出
と
と
も
に
、

帰
国
の
途
に
つ
き
、
福
島
空
港
に

午
後
二
時
過
ぎ
、
無
事
到
着
し
ま

し
た
。

　

十
七
日
に
は
、
団
長
と
生
徒
の

代
表
が
役
場
を
訪
れ
、「
大
変
実

り
あ
る
研
修
で
、
こ
の
体
験
を
今

後
に
生
か
し
た
い
」
と
村
長
に
帰

国
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

▲歓迎式であいさつをする仁平団長▲合唱を披露する西郷村の中学生

▲生徒の家庭を訪問、楽しいひとときを過ごしました

▲万里の長城を見学、規模の大きさにビックリ！▲天安門広場や故宮を見学、感動しました

▲友好を誓い、固い握手を交わす代表者

　

最
終
日
は
、
堀
川
ダ
ム
や
雪
割
橋
を　

見
学
後
、
西
二
中
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
西
郷
村
中
学
生

海
外
派
遣
事
業
は
、
仁
平
喜
代
治

村
議
会
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
を

団
長
に
、
中
学
生
二
十
四
名
、
引

率
者
七
名
で
、
八
月
十
二
日
か
ら

十
六
日
ま
で
中
国
の
天
津
市
薊
県

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
中
学
生
が
見
聞
を
広

め
、国
際
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、

国
際
友
好
都
市
で
あ
る
天
津
市
薊

県
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
十
一
回
を
数
え
ま
す
。

　

参
加
す
る
生
徒
達
は
、
こ
れ
ま

で
事
前
研
修
を
何
度
も
重
ね
、
こ

の
事
業
に
備
え
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
、
福
島
空
港
を
午
後
二
時

に
出
発
、
午
後
五
時
上
海
空
港
到

着
、
そ
こ
か
ら
二
時
間
か
け
て
北

京
へ
、
そ
の
後
バ
ス
で
宿
泊
先
に

向
か
い
ま
し
た
。
生
徒
達
の
胸
中

は
、
明
日
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
期

待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
一
路
薊
県
へ
向
か

い
、
人
民
政
府
を
表
敬
訪
問
し
た

▲国家地質公園で手をつなぎ仲良く見学しました
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■
問
合
せ　
　

上
下
水
道
課　

下
水
道
業
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
５
│
２
９
１
２

　

下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
向
上
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
い
っ
た
重
要
な

役
割
を
担
い
、
み
な
さ
ま
の
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
施
設
で
す
。

　

こ
の
た
め
効
率
的
な
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
図
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生

活
環
境
の
実
現
や
、
良
好
な
水
環
境
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

源流の郷 きれいな川も 一滴の水から
八
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
二
十
五
日
ま
で
は

下
水
道
普
及
促
進
月
間

排
水
設
備
を
整
備
し
ま
し
ょ
う

　

公
共
下
水
道
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
従
来
か
ら
使
用
し

て
い
る
汲
み
と
り
便
所
は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら

三
年
以
内
に
下
水
道
に
直
接
流
す
こ
と
が
で
き
る

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が
、
下
水
道
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
処
理
区
域
と
な
っ
た
地
区
で
は
、

排
水
設
備
を
設
置
し
て
、
水
洗
ト
イ
レ
に
し
な
い

と
、
家
屋
の
新
築
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
（
農
村
下
水
道
）

の
場
合
は
、
下
水
道
法
に
よ
る
三
年
以
内
に
水
洗

化
す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早
く
地

域
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と
い
う
、
下
水
道

の
目
的
か
ら
も
で
き
る
限
り
早
く
、
排
水
設
備
の

設
置
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
の
依
頼

工
事
の
依
頼

　

排
水
設
備
工
事
は
、
衛
生
上
と
て
も
大
切
な
工
事
で
す
の
で
、
定

め
ら
れ
た
基
準
に
し
た
が
っ
て
正
し
く
施
工
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
工
事
は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
存
じ
な
い
場
合
は
、上
下
水
道
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

工
事
店
の
選
択

工
事
店
の
選
択

　
　

指
定
工
事
店
の
中
か
ら
、
依
頼
す
る
工
事
店
を
選
び
、
現
地
調
査

を
し
て
も
ら
っ
た
う
え
、
見
積
も
り
を
と
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
複
数
の
工
事
店
か
ら
見
積
書
を
も
ら
い
、
工
事
費
用
、
工
事
期

間
な
ど
を
十
分
に
検
討
の
う
え
、
選
ぶ
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

水
洗
ト
イ
レ
等
の
改
造
工
事
に
対
す
る
助
成
金
制
度

水
洗
ト
イ
レ
等
の
改
造
工
事
に
対
す
る
助
成
金
制
度

　

排
水
区
域
（
使
用
開
始
）
と
し
て
公
示
の
日
よ
り
三
年
以
内
に
改

造
工
事
を
行
っ
た
方
に
、工
事
費
の
一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。（
新

築
に
つ
い
て
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。）

一
．
助
成
金
の
額

　

公
示
の
日
よ
り
一
年
以
内
に
工
事
を
行
っ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
工
事
費
の
一
〇
．
〇
％　

　

公
示
の
日
よ
り
二
年
以
内
に
工
事
を
行
っ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

…
工
事
費
の
七
．
五
％　

　

公
示
の
日
よ
り
三
年
以
内
に
工
事
を
行
っ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

…
工
事
費
の
五
．
〇
％

二
．
助
成
金
の
最
小
限
度
額
一
〇
、〇
〇
〇
円
（
工
事
費
が　

　
　

一
〇
万
円
未
満
の
場
合
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。）

三
．
助
成
金
の
対
象
工
事
費
の
限
度
額

　

ア
．
改
造
工
事
一
件
に
つ
き
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円　

　

　

イ
．
同
一
世
帯
に
お
い
て
二
件
以
上
、
ま
た
は
ア
パ
ー
ト
等
の

　

改
造
工
事
の
場
合
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
。
た
だ
し
融
資
あ
っ
せ
ん

を
受
け
る
場
合
の
融
資
あ
っ
せ
ん
額
と
助
成
金
の
合
計
額
は
、
ア

お
よ
び
イ
の
限
度
額
ま
で
と
す
る
。

四
．
助
成
の
対
象
者
は

　

・
建
物
の
所
有
者
ま
た
は
、
同
意
を
得
た
占
有
者

　

・
受
益
者
分
・
負
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

　

・
公
示
の
日
よ
り
三
年
以
内
に
改
造
工
事
を
行
う
方

排
水
設
備
工
事
の
ポ
イ
ン
ト

※排水設備とは……
　排水設備は、下水が下水処理場
まで旅をする出発点で、さらに台
所、風呂場、洗面所、水洗トイレ
などの排水口が源流箇所となりま
す。
　この設備は、個人（土地所有者、
住んでいる個人や企業など）が 
敷地内に設けるものです。
　また、これらの維持管理も個人
が行います。

《ご注意ください！！》
○　月ごと (1 日から末日まで ) の受診について計算します。
○　外来は個人ごとにまとめますが、入院を含む自己負担額は世帯内の対象者を合算して計算します。
○　病院･診療所･歯科の区別なく合算して計算します。
○　入院時の食事代や保険がきかない差額ベッド料などは支給対象外となります。
○　70 歳未満と 70 歳以上 ( 老人保健の人は除く ) の人が同じ世帯の場合でも、合算することができます。
○　年齢にかかわらず、高額療養費の支給申請についての時効は、診療を受けた月の翌月 1日から起算し
　　て 2年間です。　　　　　　　　　　　　

国保から高額療養費のお知らせ国保から高額療養費のお知らせ
　医療費の自己負担額が高額になったとき、健康推進課国保係窓口に申請すると、限度額を超えた分が
高額療養費として、あとから支給されます。（国保加入者のみ）
　申請時に必要な書類等は、①領収証書　②印鑑　③振込先の通帳 ( 郵便局は除く ) ④国民健康保険被
保険者証です。

70 歳未満の人の場合70 歳未満の人の場合
　同じ人が、同じ月内に、同じ医療機関に支払った自己負担額が、下表の限度額を超えた場合は、

その超えた分があとから支給されます。

◎自己負担額（月額）

※１　上位所得者：基礎控除後の総所得金額などが 600 万円を超える世帯。

※２　４回目以降：過去 12 か月間に、１つの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合は、４回目

　　　　　　　　　以降の限度額を超えた分が支給されます。

《ご注意ください！！》
○　1つの世帯で、同じ月内に 21,000 円以上の自己負担額を 2回以上支払った場合は、それらを合算して限
　　度額を超えた分があとから支給されます。
○　月ごと (1 日から末日まで ) の受診について計算します。
○　2つ以上の病院や診療所にかかった場合は、別々に計算します。
○　同じ病院･診療所でも、歯科は別計算。また、外来、入院も別計算となります。
○　入院時の食事代や保険がきかない差額ベッド料などは支給対象外となります。
○　70 歳未満の方は、保険証と限度額適用認定証を提示すると医療機関での支払いが自己負担限度額までと
　　なります。※認定証の交付には、別途申請が必要です！！

外来 ( 個人単位 ) の自己負担限度額を適用後、外来＋入院 ( 世帯単位 ) の自己負担額を適用します。

◎自己負担額（月額）( 平成 20 年 3 月 31 日まで )

３回目まで ４回目以降※２

一　　　般 80,100円＋ (医療費－267,000円 )× 1％ 44,400 円
上位所得者 ※ 1 150,000円＋(医療費－500,000円)×1％ 83,400 円
住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

外来 ( 個人単位 ) 外来＋入院 ( 世帯単位 )
一　　般 12,000 円 44,400 円
現役並み所得者 44,400 円 80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１％

　（４回目以降の場合 44,400 円）
低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

70 歳以上の人の場合70 歳以上の人の場合

問合せ　健康推進課  国保係　℡ 25 －１１１５
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　お盆をふるさとで過ごすための帰省ラッシュ

が始まったこの日、国道４号線の白河検問所に

おいて「目の覚める運動」が行われました。

　西郷村交通安全対策協議会や関係団体のみな

さん 50 名が、梅干しや赤・青・黄色のミニだ

るま、花の種などを運転手に配り、安全運転を

呼びかけました。

　西郷ファミリーサポートセンターのみなさん

が、流しそうめんを行い、参加した人たちを喜

ばせました。この日、高助の添田浩さん宅の庭

にそうめんを流すための竹を設置し、自分たち

で手作りした竹の容器と箸を使いました。

　準備したそうめんは、なんと５㎏。参加した

子どもたちは、次から次へと流れるそうめんを

上手にすくって食べていました。

　西郷・白河・少年少女リーダー養成研修事業で

富士登山を行いました。毎年行われている事業

で、今年は小学５年生から中学３年生までの男子

12 名、女子 16 名の少年少女がチャレンジしま

した。31 日の夜から登り始め、翌日日の出を拝

むことができました。参加した子どもたちは、「山

頂までの道のりは大変だったけど感動しました」

と話していました。

　西郷村食育推進委員会主催による「親子食育料理教室」が
開催され、30 組の親子が参加しました。はじめに学校給食
協力会の会長である尾股完治さんの畑で、野菜についてお話
を聞き、その後親子で調理実習を行いました。

　新潟県中越沖地震で被害に遭った方に対し、

羽太小学校の児童と職員から義援金が贈られま

した。この日、羽太小学校ボランティア委員会

の代表である６年生の白岩大輝君と古市校長先

生、大河内先生が、西郷村社会福祉協議会を訪

れ、児童のみなさんが自分のおこづかいの中か

ら募金したものを鈴木会長に手渡しました。

    

▲自分たちが作った料理をみんなで食べました ▲講師は本場中国四川料理のシェフ日比野恒夫先生

▲生産農家で野菜の状況を研修

▲プロの技を習得しようと真剣な表情の参加者
▲美味しい中華料理が出来ました

　上野原のせせらぎ公園で、イワナ・ヤマメの稚魚

放流が行われました。源流の里づくり推進事業の一

環で、水環境の大切さを学んでもらうために実施し

ています。この日は、あいにくの小雨模様でした

が、川谷保育園児 20 名が、イワナ・ヤマメの稚魚

2,000 匹を放流しました。園児たちは、８㎝ほどの

稚魚に「大きく育ってね」と声をかけていました。
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■問合せ　税務課　☎２５－１１１３

　
「
税
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
学
校
や

道
路
等
の
公
共
施
設
の
建
設
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど

様
々
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

身
近
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「 税金に関する質問①」
シリーズ─⑨

　
「
税
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
学
校
や

道
路
等
の
公
共
施
設
の
建
設
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど

様
々
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

身
近
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●　今回と次回は、税務課にお問い合わせが多い質問    
　についてお答えします。

回答　以下の金融機関及び税務課窓口にて手続きが出来ます。　
　●東邦銀行白河支店・白河西支店・新白河支店●常陽銀行白河支店
　●福島銀行白河支店●大東銀行白河支店・新白河駅前支店
　●白河信用金庫本店・新白河支店・西支店・西郷支店・東支店
　●白河農協西郷支所●郵便局●福島県商工信用組合白河支店
　●東北労働金庫白河支店
　手続きに必要なものは、引き落とし通帳・届出印です。

質問１　現在無職無収入にもかかわらず村県民税の納付書がきました。
　　　どうしてですか？　
回答　村県民税は、前年の所得に対して課税されるものです。例えば　
　　19 年度は、平成 18 年１月１日から同年 12 月 31 日までの所得に
　　対して平成 19 年１月１日の住所地で課税されます。また、１月１
　　日以降に亡くなった方も課税される所得があれば同様に課税されま
　　す。

質問２　国民健康保険に加入していないのに、なぜ国民健康保険税が課
　　　税されているのですか？　　

質問３　口座引き落としにしたいのですが？

回答　理由はいくつかありますが、よくあるものとしては…
　１．国民健康保険税（国保）は世帯主課税のため、世帯の中に国保に
　加入している方がいれば、世帯主が国保に加入していなくても課税さ     
　れます。
　２．国保から他の健康保険に加入した場合、国保の離脱手続きをしな
　いとそのまま国保税は課税されます。（手続きをすれば、過去にさか
　のぼって再計算します。）手続きは、健康推進課国保係もしくは住民
　生活課住民係に加入した保険証（国保に加入していた方全員分）と国
　保の保険証と印鑑をお持ちください。　　

　

毎
月
第
二
木
曜
日　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

十
時
三
十
分
〜
十
一
時　

　

ト
ー
ク
ベ
ア
ー
ズ
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

「
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会
」
を

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
開
催
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
月
は
十
三
日
の
開
催
で
す
。　

　
　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
般
書　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

吉
原
手
引
草　
　
　
　
　
　
　

松
井　

今
朝
子

　

夫
婦
は
あ
り
が
と
う　
　
　
　

橋
田　

寿
賀
子

　

１
０
０
回
泣
く
こ
と　
　
　
　

中
村　

航

　

超
ラ
ク
う
ま
お
か
ず　
　
　
　

奥
薗　

壽
子

　

出
会
う
技
術　
　
　
　
　
　
　

小
田　

真
嘉

　

東
大
生
が
教
え
る
超
暗
記
術　

徳
田　

和
嘉　

児
童
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ペ
ン
キ
屋　
　
　
　
　
　
　
　

梨
木　

梨
歩

　

漁
師
さ
ん
の
森
づ
く
り　
　
　

畠
山　

重
篤

　

ド
リ
ー
ム
バ
ス
タ
ー
１
〜
４　

宮
部　

み
ゆ
き

　

ご
き
げ
ん
な
す
て
ご　

　
　
　

い
と
う
ひ
ろ
し

　

教
室
は
ま
ち
が
う
と
こ
ろ
だ　

蒔
田　

晋
治　

新
着
図
書
案
内

３日・10日（月）

18日・25日（火）

　
『
白
河
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
下
羽
太
村
は
本

村
・
戸
ノ
内
・
南
屋
敷
（
羽
太
字
南
）・
狸

む
じ
な

屋
敷
・
原
屋
敷
（
羽

太
字
原
の
前
か
）
の
五
つ
の
集
落
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
村

の
鎮
守
は
戸
ノ
内
に
あ
る
甲

か
ぶ
と

神
社
で
す
が
、
各
集
落
毎
に
神
社

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

狸
屋
敷
に
あ
る
胡
四
王
神
社
は
『
風
土
記
』
に
「
子こ

し
お塩
権
現
、

狸
屋
敷
の
氏
神
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
狸
屋
敷
集
落
の
神
さ

ま
と
し
て
祀
ら
れ
た
神
さ
ま
で
す
。
胡
四
王
神
社
は
古
四
王
・

越
王
・
高
志
王
と
も
表
記
さ
れ
、
東
北
地
方
に
広
く
分
布
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
開
拓
に
関
連
す
る
神
さ
ま
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
同
敷
地
に
あ
る
木
祠
に
は
「
阿
夫
利
神
社
」
と
書
か
れ

た
お
札
が
あ
り
ま
す
。
阿
夫
利
神
社
は
石
尊
大
権
現
と
も
い
わ
れ
、

雨
乞
い
の
神
さ
ま
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

南
の
大
龍
寺
が
あ
る
丘
陵
の
東
の
突
端
部
、
石
段
を
登
っ
た
平
坦

な
部
分
に
近
津
神
社
が
あ
り
ま
す
。近
津
神
社
は『
風
土
記
』に「
都つ

つ々

古こ

わ

け
和
気
尊
を
祀
る
」
と
あ
り
、
棚
倉
町
馬
場
と
八
槻
に
あ
る
都
々
古

別
神
社
と
同
じ
神
さ
ま
で
す
。
農
業
の
神
さ
ま
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

い
ま
す
。
石
祠
に
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）、
燈
籠
に
は
正
徳
二

年
（
一
七
一
二
）
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
早
い
段
階
か
ら

信
仰
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

胡
四
王
神
社
・
近
津
神
社
と
も
に
、
農
業
に
ま
つ
わ
る
神
さ
ま
で
、

当
時
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
神
さ
ま
で
し
た
。

「一人ひとりができる省エネルギーの取り組例」
　次の例を参考に、電気、ガス、ガソリンなどの使用

量を今よりも 10％減らすよう取り組んでみましょう。

家庭での
目 標

エネルギー節約

マイナス10％
　福島県の目標である温室効果ガスを基準年度
より８％削減を実現するためには、家庭での取
組も重要です。そこで、環境に配慮したライフ
スタイルを実践し、できる限り温室効果ガスの
排出を抑制するための取組として、家庭での消
費エネルギーを 10％節約することを目標にい
たしました。
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西
郷
在
来
野
菜
の
掘
り
起
こ
し

に
つ
い
て

　

村
で
は
西
郷
村
の
気
候
や
土
地
に
あ
っ

た
在
来
野
菜
の
掘
り
起
こ
し
を
し
て
、
地

域
の
特
産
品
を
作
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る

在
来
野
菜
の
種
子
や
品
種
改
良
さ
れ
て
い

な
い
野
菜
や
果
樹
の
種
子
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
農
政
課
に
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
政
課
（
農
政
振
興
係
）

農
業
者
年
金

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
、
老
後
の
生
活
の
備

え
は
十
分
で
す
か
。
お
金
の
心
配
を
し
な

い
で
老
後
を
送
り
た
い
と
誰
も
が
願
っ
て

お
り
ま
す
が
、
予
測
で
き
な
い
経
済
変
動

や
思
わ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
農
家
世
帯
夫
婦
２
人
の
年
間

家
計
費
は
317
万
円
（
平
成
15
年
農
林
水
産

省
農
業
経
営
動
向
統
計
）、
し
か
し
国
民

年
金
の
受
給
年
額
は
40
年
加
入
、
２
人
で

160
万
円
で
す
。
国
民
年
金
だ
け
で
は
必
要

額
の
約
半
分
し
か
確
保
で
き
ず
、
不
足
分

は
自
分
で
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
厚
生
年
金
が
あ

り
、
農
業
者
に
は
農
業
者
年
金
が
あ
り
ま

す
。
農
業
者
年
金
は
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
、

現
行
の
年
金
制
度
の
中
で
は
最
も
有
利
な

年
金
で
す
。

●
加
入
で
き
る
方

　

①
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保

　
　

険
者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
　

し
て
い
る
方

　

②
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従

　
　

事
者
の
方

※
詳
細
な
農
業
者
年
金
の
ご
相
談
に
つ
い

て
は
、
西
郷
村
農
業
委
員
会
か
Ｊ
Ａ
白
河

●今月の納税

国民健康保険税（第３期）
介 護 保 険 料（第３期）

10 月 1 日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

全
国
か
ら
抽
出
さ
れ
た
約
45
万
世
帯
の
15

歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
、
ふ
だ
ん
何
か

収
入
に
な
る
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

や
就
業
に
関
す
る
希
望
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
ま
す
。
西
郷
村
で
は
お
よ
そ
80
世
帯

が
対
象
に
な
る
予
定
で
す
。

　

調
査
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
、

国
や
都
道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
対
策
及

び
経
済
政
策
な
ど
の
企
画
・
立
案
す
る
上

で
重
要
な
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
、

統
計
調
査
員
が
準
備
調
査
の
た
め
、
調
査

区
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
対
象
と

な
る
世
帯
を
抽
出
し
、
９
月
下
旬
よ
り
統

計
調
査
員
が
調
査
世
帯
へ
調
査
票
の
記
入

の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

総
務
省
統
計
局
・
福
島
県

　

http://w
w
w
.stat.go.jp/

　

企
画
調
整
課
（
広
報
統
計
係
）

第
29
回
少
年
の
主
張
福
島
県
大
会

　

少
年
の
主
張
大
会
は
、
多
感
な
中
学
生

が
日
ご
ろ
考
え
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
広

く
社
会
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
り
、
同
世
代

の
少
年
が
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

高
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
少

年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
大
人
の
理
解
と

協
力
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

９
月
20
日
㈭　

13
時
〜
16
時

●
会
場　

西
郷
第
二
中
学
校　

講
堂

●
発
表
者　

各
青
少
年
育
成
市
町
村
民
会

　

議
か
ら
、
１
市
町
村
民
会
議
に
つ
き
３

　

名
以
内
推
薦
さ
れ
た
中
か
ら
作
文
審
査

　

に
よ
り
選
ば
れ
た
15
名
及
び
開
催
地
の

　

中
学
生
１
名

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

無
料
相
談
会

●
相
談
内
容　

建
設
業
許
可
関
係
、
農
地

法
関
係
、
会
社
設
立
、
相
続
・
遺
言
、
各

種
契
約
書
の
作
成
、
著
作
権
関
係
な
ど

●
日
時　

９
月
30
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所

　

①
高
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
（
白
河
市
・
新
白
河
駅
前
）

　

②
須
賀
川
市
労
働
福
祉
会
館

■
問
合
せ　

福
島
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
２
４
｜
９
３
２
｜
３
８
７
０

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー「
法
テ
ラ
ス
」

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の
に
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、

と
い
っ
た
と
き
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。（
相
談
例
・
多
重
債
務
、
相
続
、
離

婚
問
題
な
ど
）

■
問
合
せ　

　

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
｜
０
７
８
３
７
４

　

福
島
県
地
方
事
務
所

　

☎
０
５
０
｜
３
３
８
３
｜
５
５
４
０

西
郷
支
所
ま
で
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

Ｊ
Ａ
白
河
西
郷
支
所

　

☎
２
７
｜
１
８
０
０　

　

農
業
委
員
会

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
（
福
島
県
・
西
郷
村
）

で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
対
象
は
、

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                                                                                        （生 活 安 全 ）
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

行政サービスセンター 31-2237 議 会 事 務 局 25-2980
健康推進課（保健・国保）
                （地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

25-1115
25-3910

農業委員会事務局 25-2946
西郷村土地改良区 25-1116

包括支援センター・在宅介護支援センター 25-5121 学 校 教 育 課 25-2370
商 工 観 光 課 25-2910 学校給食センター 25-1256
農 政 課 25-1116 生 涯 学 習 課 25-2371

建 設 課 25-1117
25-1118 代 表 25-1111

●歯科医　休日当番日
9. 2 早 坂 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-6480
9. 9 は や し 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-1818
9.16 古市歯科クリニック（中島村）☎ 52-2894
9.17 まるやま歯科医院（白河市）☎ 23-9146
9.23 ほ ず み 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-7211
9.24 水 野 谷 歯 科 医 院（中島村）☎ 52-3933
9.30 河 島 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2739

●小児科医　休日当番日（白河地区）
9. 2 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
9. 9 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
9.16 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
9.17 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
9.23 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
9.24 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
9.30 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811

●内科医　休日当番日（白河地区）
9. 2 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
9. 9 佐藤循環器科内科クリニック（白河市）☎ 24-2311
9.16 かねこクリニック（西郷村）☎ 24-3111
9.17 クリニックおおまち（白河市）☎ 23-1110
9.23 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770
9.24 城 南 医 院（白河市）☎ 22-3541
9.30 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

　この事業は、昭和 56 年５月 31 日以前に建築された西郷村
に建つ木造住宅について、耐震診断を行う建築士等を派遣し
て耐震診断することにより、住宅の地震に対する安全性の確
保・向上を図り、震災に強いまちづくりを推進することを目
的とした事業です。

●対象家屋
①建物所有者が自ら居住する住宅で、建物の建築工事の着手が
昭和 56 年５月 31 日以前にされた戸建て住宅です。
②在来軸組工法、伝統的工法、枠組壁工法等による木造３階建
て以下の在宅です。
③過去に、この要綱に基づく耐震診断を受けていない住宅です。
　※上記の３点いずれにも該当している必要があります。

●申し込み方法
　建設課またはジャスコ白河西郷店内西郷村行政サービスセ
ンターに備え付けてあります、「西郷村木造住宅耐震診断者派
遣申込書」に必要事項を記入のうえ、下記の期限までに建設
課まで提出してください。
（その他、詳しい内容は下記まで問合せてください。）

●申込み期限　平成 19 年 9 月 28 日

■問合せ　建設課（管理係）
　☎ 25 －１１１７

西郷村木造住宅耐震診断者派遣事業

JJ　Ｈ１９．　９．　１
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自
衛
官
募
集

●
募
集
種
目

　

・
防
衛
大
学
校
生

　

・
防
衛
医
科
大
学
校
生

　

・
看
護
学
生

●
申
込
受
付
期
間

　

９
月
７
日
㈮
〜
９
月
28
日
㈮

※
試
験
日
、
試
験
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

　

左
記
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白
河
地

　

域
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

労
災
保
険
制
度
相
談

　

㈶
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｉ

Ｃ
）
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受

け
労
災
保
険
制
度
全
般
の
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

㈶
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
福
島
事
務
所

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
３
１
５
０

　

０
２
４
｜
５
２
１
｜
３
１
４
４

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

　

真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独
身
の
男

性
・
女
性
の
た
め
の
「
出
逢
い
＆
ふ
れ
あ

い
の
会
・
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
21
日
㈰　

10
時
〜
16
時
30
分

●
会
場　

レ
ジ
ー
ナ
の
森
（
天
栄
村
）

●
募
集
人
数　

男
女
各
50
名

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

●
対
象
者　

白
河
市
、
西
白
河
郡
内
に
居

　

住
す
る
独
身
の
男
女
、
た
だ
し
、
女
性

　

に
つ
い
て
は
他
地
域
か
ら
の
参
加
も
可

　

能
で
す
。

●
募
集
期
間　

９
月
４
日
㈫
〜
10
月
３
日
㈬

●
参
加
費　

　

男
性
３
，
０
０
０
円

　

女
性
２
，
０
０
０
円

●
参
加
申
込
先
・
申
込
方
法

　

事
務
局
（
白
河
市
表
郷
庁
舎
総
務
課
）

　

☎
３
２
｜
２
１
１
１

　

３
２
｜
２
２
３
４

　

�om
-som

u@
city.shirakaw

a.

　
　

fukushim
a.jp

■
問
合
せ

　

事
務
局
（
白
河
市
表
郷
庁
舎
総
務
課
）

　

西
郷
村
企
画
調
整
課

西
郷
村
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
準
備
委
員
会
・
プ
レ
事
業

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
！
い
っ
し
ょ
に
プ
ー
ル
で
遊
び

ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

9
月
29
日
㈯　

８
時
〜
13
時
30
分

●
場
所　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭

　

※
西
郷
村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動

●
対
象　

西
郷
村
民
及
び
西
郷
村
に
職

　

を
お
持
ち
の
方

●
募
集
人
数　

約
20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

　

大
人　

　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

小
学
生
以
下　
　
　

５
０
０
円

　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
等
も
含
ま
れ
ま
す
）

●
持
ち
物　

水
着
、
帽
子
（
キ
ャ
ッ
プ
）、

　

バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
保
険
証
、
昼
食

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

生
涯
学
習
課
（
体
育
振
興
係
）

第
17
回
西
の
郷
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

●
開
催
日
時　

10
月
28
日
㈰　

雨
天
決
行

　

７
時
45
分
〜
８
時
30
分　

受
付

　

８
時
30
分
〜　

開
会
式

　

※
ス
タ
ー
ト
時
間
は
種
目
に
よ
っ
て
異

　
　

な
り
ま
す
、
詳
し
い
内
容
は
問
合
せ

　
　

て
く
だ
さ
い
。

●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

西
郷
村
民
野
球
場

●
参
加
費　
　

　

・
親

子　

２
，
５
０
０
円

　

・
一

般　

２
，
０
０
０
円

　

・
高
校
生　

１
，
０
０
０
円

　

・
中
学
生　

       

７
０
０
円

　

・
小
学
生　

       

５
０
０
円

●
参
加
資
格　

健
康
で
完
走
で
き
る
方

●
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
お
近
く

　

の
郵
便
局
又
は
現
金
書
留
に
よ
り
お
申

　

込
み
下
さ
い
。

●
申
込
締
切　

９
月
14
日
㈮

　

※
年
齢
基
準
日
は
10
月
28
日
㈰

　

但
し
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

　

は
学
年
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
体
育
振
興
係
）

発売期間 発売期間 
10/1 ～ 10/1910/1 ～ 10/19

L
M
NO

O

P
I
Q
�
>
R
S
&
T
<
U
VO

O◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

▼
渡
部
祥
一
さ
ん　

　
　
　
【
小
田
倉
】

　
（
８
月
16
日
、
故
渡
部
精
一
氏
の
遺
志

　

と
し
て
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
）　

   

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

お買い求めはお早めに！！お買い求めはお早めに！！
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校　

歌

　
　
　

作
詞
・
作 

曲　

矢
部　

専
一

       　
　
　
　
　
　
（
初
代
校
長
）

一 

西
に
ゆ
る
が
ぬ　

那
須
の
山

　

 

仰
ぐ
我
等
の　

意
気
高
し

　

 

共
に
手
を
と
り　

励
み
あ
い　

　

 

明
る
く
楽
し
い　

川
谷
の

　

 

新
し
い
文
化　

築
こ
う
よ

二 

歴
史
と
伝
統　

築
か
ん
と

　

 

真
理
を
究
め　

自
主
の
道

　

 

伸
び
ゆ
く
我
等
の　

力
に
て

　

 

明
る
く
楽
し
い　

川
谷
の

　

 

薫
る
文
化
を　

育
く
ま
ん

三 

流
れ
の
源　

阿
武
隈
は

　
 

太
平
洋
に　

注
ぎ
つ
つ

　
 

や
が
て
世
界
を　

結
ぶ
ら
ん

　

 
明
る
く
楽
し
い　

川
谷
の

　

 

文
化
の
華
を　

咲
か
そ
う
よ

川谷小学校の紹介 校章の由来 　 

児童数 45名　 学級数５　 教職員数 11名

　　　　川谷小学校の歴史　　　
昭和 21 年　児童３名職員１名により旧兵舎一隅を教
　　　　　　場として授業開始
昭和 22 年　熊倉小学校小萱分校から川谷分校と改称
昭和 27 年　小学校校舎落成
昭和 30 年　川谷小学校として独立、校歌、校章制定
昭和 51 年　創立 30 周年記念式典
昭和 54 年　プール完成
昭和 63 年　現校舎新築完成
平成   ４年　宮城県荒浜小学校との交流開始
平成   ８年　創立 50 周年記念式典　
平成 17 年　小・中連携教育研究実践発表会公開　　
平成 19 年　川谷夏祭り第８回目を迎える

【　川谷小学校の特色ある教育活動　川谷小学校の特色ある教育活動　】

　昭和 30 年に公募によって選定
され、昭和 60 年に修正を加え現在
のデザインになりました。ペンは、
勉学の向上、麦は開拓精神、中心
にある鏡は川谷の文字を囲むよう
にしてあり、誠実を表現していま
す。

教　育　目　標
　豊かな心をもち、たくましく生きる子どもの育成

　　　　　　　　　　　　　　　     進んで学ぶ子ども ( 知 )
がんばる子ども　やりぬく子ども         体をきたえる子ども ( 体 )

　　　　　　　　（意）　　　　　 思いやりのある子ども ( 心 )

　　○豊かな体験活動を通して自分の良さを発揮できる学校
　　　　　～人・もの・こととの関わりを通して～

宮城県荒浜小学校との交流学習

　阿武隈川源流に位置する本校と
阿武隈川河口に位置する宮城県亘
理町立荒浜小学校との交流が始
まったのは、今から 16 年ほど前
からですが今年度、阿武隈川源流
部の雄滝目指して沢登りを行った
のは、荒浜小学校が５年生 33 名
本校４，５，６年生 22 名、そして
子どもたちの沢登りを手助けする
サポート隊が 50 名の計 105 名で
す。

小中連携による学習活動

　小中併設を生かして連携を図り、さま

ざまな学習交流を行っています。アメリ

カ人のＡＬＴ教師とともに英語に慣れ親

しむ交流活動を通して身につけようとし

ています。算数科と数学科のスムーズな

連携のために、小中の教師の交換授業や

Ｔ・Ｔによる授業を行っています。６年

生の図画工作科では、中学校の美術専門

の教師による指導を行っています。小中

連携をさらに推進して理想的な義務教育

９年間一貫した教育を目指しています。

川谷地区ならではの活動

　ポテトまんじゅう作り体験、
西郷瀞や熊のすべり台での川遊び、
牛乳を生かしたバター作り、川谷
名所巡りなどもグループに分かれ
て行いました。

　今年で８回目を迎える川谷名
物夏祭りが、川谷小中学校ＰＴ
Ａや保護者・ＯＢが中心となっ
て盛大に行われました。

▲阿武隈川ひとまたぎの難所 ▲小中交流の英語での伝言ゲーム ▲子どもたちと保護者の出店

▲ポテトまんじゅう作り体験



2007 年 9 月
September行事
レカ ンダー

●今月の顔────
バレーボール教室（7/24）に参加していた
　　　　　　　笑顔が素敵な子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・9/ 2  あそびの学校「クリスタルのビー玉の迷路うまく
ゴール出来るかな」（ジャスコ白河西郷店　13:30）　
・9/5 第 24 回東北美術界白河支部展（マイタウン 9:00）
・9/9 第 22 回羽鳥湖畔マラソン大会（天栄村 10:00）
・9/14 ～ 16 白河提灯祭り（鹿嶋神社・白河市街地）

人口と世帯数（8月 1日現在）人口 19,740 人（前月比 +9）男 9,956 人（+2）女 9,784 人（+7）世帯数 6,436 戸（+8）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp
古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

日 月 火 水 木 金 土
11

2
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

3
健診結果説明会
（9:30、13:30 保健
福祉センター）

4
東白川・西白河中
学校駅伝競走大会
（10:00 西 郷 台 上
コース）
敬老会（10:00 村
民体育館）

5
12 ～ 13 ヶ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）
赤ちゃんの子育て
講座（13:30 保健
福祉センター）

6
西郷幼稚園ふれあ
い教室（9:00 保健
福祉センター）
健診結果説明会
（9:30、13:30 保健
福祉センター）

7
生活総合相談所
（9:00 文化センタ
ー）

8
'07 下水道ふれあ
いプラザ（10:00
ヨークベニマル白
河昭和町店頭）

9
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

10
母子手帳交付日・健
康相談日（13:00 保
健福祉センター）
心 配 ご と 相 談 会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

11
文化ふれあい教室
（7:00 埼玉県川越
市）

1212 13
おひざにだっこの
おはなし会（10:30
文化センター）

14
生活総合相談所
（9:00 文化センタ
ー）
4 ヶ月児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

15
第 2回「西郷ふれ
あいカップ」中学
校親善大会（8:30
村民野球場）
まきば保育園運動
会（9:00 まきば保
育園園庭）

16
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）
みずほ保育園運動
会（9:00 みずほ保
育園園庭）

17敬老の日 18
芸術鑑賞教室～20
日 ( 各小・中学校）

19
西白河郡老人ゲ
ートボール大会
（9:00 追原ゲート
ボール場）

20
少年の主張県大会
（13:00 西郷第二中
学校）
農地パトロール
（13:30 村内全域）

21
生活総合相談所
（9:00 文化センタ
ー）

22
西郷幼稚園運動会
（9:00 西郷幼稚園
園庭）

23秋分の日
第 36 回村民登山
大会（6:15 日光）
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

24振替休日 25
母子手帳交付日・健
康相談日（13:00 保
健福祉センター）
心配ごと特別相談会
（13:10 高齢者生活
支援センター）
農業委員会（13:30
プレハブ会議室）

26
歯科クリニック
（幼児 13:00、6 歳
児 13:45 保健福祉
センター）

2727 28
生活総合相談所
（9:00 文化センタ
ー）

29
芋煮会（9:00 家畜
改良センター）
親 子 料 理 教 室
（8:30 米小学校）

30
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

・9/15 ひがし郷里マラソン（東風の台 9:30 スタート )　
・ 9/20 講話「運動器（骨折・関節）疾患の最近の未来治療法」
（マイタウン 14:00　かねこクリニック金子大成先生）
・9/23 ～ 25 十五夜月見会（南湖公園翠楽園 18:00）
・9/29,30 羽口づくり（まほろん 10:30）   


